
令和元年度 岩美町教育委員会１１月定例会 議事概要 
 

１．日 時  令和元年１１月２８日（木） 午後１時３０分～午後３時００分 

 

２．場 所  岩美町役場 ２階小会議室 

 

３．出席者  （委 員）戸田倫弘 小谷節子 森本昌和 小西由美 

（教育長）寺西健一 

（事務局）山田補佐 中村主任 

 

４．概 要 

（１）教育長一般事務報告 

（教育長）－資料に基づき、前回委員会後の教育長日程等の説明－ 

        ご質問がありますでしょうか。 

    

（委 員） 小体連の水泳大会の廃止の理由は何か 

 

（教育長） 大きく２つの理由。 

①飛び込みの中止 

②小体連の大会において例えば、自由形を１本泳ぐために米子に行く意味があるの

かどうか。この点において小体連としては廃止の方向であると聞いている。 

 

（２）議 事 

①報告第１１号   

   報告第１１号  岩美町立学校教職員の人事専決処分について 

（事務局）  ― 資料に基づき説明 ― 

（教育長） ご質問がありますでしょうか。 

（委 員） 無し 

 

（３）その他 

①教育委員後期学校訪問のまとめについて 

（事務局）  ― 資料に基づき説明 ―  

    

   ②令和元年度１２月補正予算について 

（事務局）  ― 資料に基づき説明 ―  

（委 員） 事業費の合計が違うのではないかと指摘。 

（事務局） 数値修正を行い、対応する。 

 

 



③次年度の土曜授業のあり方について 

（教育長） やめるべき、継続すべき、それぞれのご意見がある。 

 

（委 員） １年で考えると６：４で課業日：休み である。 

         休みすぎではないかと考える。土曜授業は有効活用すべき。 

 

（委 員） アンケートで、推測で記載されている回答は外すべきではないか。 

（委 員） 導入のスタンスはとりあえず５年はやってみようという事で、導入したと思う。 

成果が実感できれば、肯定的な立場の職員、保護者も増えていくのでは。狙い

（目的）がモヤモヤっとしている。 

両親が共働きの様な家族にとっては良いだろうし、そうでないが家庭からすれ

ば、土曜日にやる意味が薄れるし、両方の意見があるため判断が難しい。 

（教育長） いずれにしても、理性的に判断していく方法の一つがアンケートではないかと

思う。県東部地区では岩美町のみ実施しているが、他市町での広がりはなかった。  

来年度も東部地区の市町に確認を取っているが、次年度も他市町は実施の見込

はないようである。 

アンケート結果を基に次回この場で、協議頂きたいと考えています。 

― 特に意見が出ず、次回１２月定例会でも継続協議することとなった ― 

 

 

④コミュニティースクールの導入について 

（教育長） ― 資料に基づき説明 ― 

         概要、他町村の状況を説明。 

         コミュニティースクールについて鳥取県としては推進している状況を説明。 

（事務局） ― 資料に基づき説明 ― 

導入している鳥取市へ聞取りを実施した聞取結果を報告。 

         仮に最短で令和３年度に導入する場合のスケジュールを説明。 

  

（教育長） 教育総合会議を開催することもかまわないと思っている。 

 

（委 員） 私の住んでいる地区では、コミュニティースクールを実施しているが、自治会

で役を出すのに苦しんでいる。民生委員を出すのも苦労している。 

また、コミュニティースクールはかなり大きな組織となる。自治会長、市議会

議員なども入っている。この大きな組織が機能するのかと疑問を持っている。 

各小学校で現在地域の協力をもってやっている事で、十分ではないかと思う。 

 

（委 員） １つの学校で何人くらいの評議員となるのか。 

評議委員には報酬はあるのか。 

 



（事務局） ― 構成員は資料にて説明 ― 

鳥取市の場合、コーディネーターには報酬はあるが、現在の構成員はボランテ

ィアと聞いている。 

 

（委 員） 鳥取市はコーディネーターを全地区に配置しているのか。 

 

（事務局） 鳥取市はモデル的に３地区にコーディネーターを配置。 

今後、社会教育士と公民館主事を兼ねた方を一体として配置を考えているとの

ことであった。 

社会教育士は現在の社会教育主事の事である。 

 

（委 員） 学校運営協議会は事務局的な立場の方は教頭先生になると思われる。負担が今

まで以上に大きくなる。 

地域の事務局的な立場の方が一生懸命して頂けたらいいが。 

 

（教育長） 現在は校長の経験などにおいて、目指す子供像、学校の目標、方針を示してい

る。それを目指して地域として共に進むことが理想と考えており、コミュニティ

スクールの意義もその点にあると考えている。。 

 

⑤学校におけるハラスメント防止対策について 

（事務局） ― 資料に基づき説明 ― 

 

  ⑥その他 

（教育長） 鳥越に令和３年度新１年生が１名生じる見込み。 

― 概要説明 ― 

   （事務局） 現行の取り決めでは、スクールバスは、バス停のある下の蕪島までである。 

   （委 員） 猶予はまだあるが、今後の方針として協議お願いしたい。 

距離が気になる。野生動物が心配。（くま、イノシシ、サル）安全な通学を目指 

すべきではないか考えている。 

 

〇次回委員会の日程調整 

 次回１２月定例教育委員会の日程は１２月２５日（水） １３：００～ 

 

以上で、１１月の定例教育委員会を終わります。 

（１５：００終了） 


